
◎みんながずっと幸せに暮らせる元気な島の実現を目指して
【しごとづくり】【ひとづくり】【まちづくり】の計画に関する確認と提案

(1)集落のチカラは、佐渡のチカラ。農業の複合化、漁業のブランド化、
林業の再隆盛等を進め、所得の向上を図ることで、地域産業の発展・
振興に貢献することについて

(2)多様な農山漁村で集落ツーリズムの推進による持続可能な地域づくりと、
新たな雇用創出や空港の早期再開、交通インフラの整備による観光振興に
努めることについて

(3)子どもからお年寄りまで、そして障がい者にも優しく生活しやすい環境
づくりの推進や空き家の利活用などによる関係人口の拡大からＵＩ孫
ターンの促進を図ることについて

令和3年3月5日（金）
午前11時頃～＠佐渡市議会

令和3年3月定例会 代表質問資料
三度のメシより佐渡が好き！！！ 政風会 代表 室岡啓史

http://hiroshimurooka.com/documentandscript_202103



▼農業の再隆盛戦略：秋田県大潟村の行政視察を受けて 2

▼【秋田県大潟村モデル】

◆ナンバーワンの米づくり！！！

・基盤整備による拡大継続による農業の大規模化

・ＡＩ(人工知能)導入型大規模農業(GPS連動田植・稲刈機等)

の実証実験フィールド

・朱鷺と暮らす郷米のさらなる改善

・園芸、果樹等との複合化

⇒国仲平野の大規模農業スタイル『農で食べる！』

▼【全国棚田サミットモデル】

◆オンリーワンの米づくり！！！

・集落米(棚田米)の生産と滞在型観光・農業体験との融合

・ＡＩ(人工知能)導入型農業(小型機械、法面自動草刈機等)

の実証実験フィールド

・棚田米のさらなる改善、参加集落の増加

・園芸、果樹等との複合化

⇒棚田or準棚田の小中規模農業スタイル『農でつながる！』

◆佐渡市としてのエリア別農業展望について

⇒令和３年度施政方針：農業の高付加価値化・持続可能な体制を支える上で、農畜産物のブランド化・地産地消を推進

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼森林環境譲与税を活用した林業の再隆盛戦略：アテビの例 3

◆佐渡市の木、アテビの特徴について

・アテビ＝ヒノキアスナロ。サドアテビ、青森ヒバ、能登アテ、アテビ、アテ、ヒバ等の呼び名。

・陰樹で、北限⇒北海道、南限⇒栃木県日光付近。

・防腐・抗菌作用のあるヒノキチオール (含有量：1～2％)がヒノキよりも多い。

・初期成長が遅い、耐陰性、耐雪害性、耐病害虫性が強い、浅根性。

・シロアリに強く、耐久性が高く、住宅の土台に最適。蚊なども寄せ付けない。

・スギでは10年で平均5ｍに達するが、アテビはその半分の10年で平均2.5ｍ。

・柱材では50年、造作材では70～80年での伐期を見込んで経営する必要がある。

・挿し木の発根性が非常に高い。

・他の植生を寄せ付けないアレロパシーを強烈に発散する樹種。

・大佐渡、小佐渡の北斜面＝日陰であれば、下草刈り等のメンテナンスフリー。

【参考資料】佐渡のアテビの会作成「アテビの会結成10周年記念誌」、

石川県農林総合研究センター林業試験場作成「能登のアテ（能登ヒバ）」

◆アテビは成長が遅いため、長期スパンでの経営が必要であるが、
短期スパンでも収益を得るビジネスモデルを構築することも重要。

◆ヒノキチオールの含有量(1～2％)が多い、という特性をフル活用するべき。

例：【地域産品】アテビの間伐材・端材を活用した風呂フタ、アテビのアロマオイル、(バイオマス発電)

【森林体験】フィトンチッド(癒しの効果)を体感するアテビの森体験、下草刈りや枝打ち体験

【制作体験】間伐材のコースター、表札、ストラップ、箸置き、キーホルダーづくり体験・・・他

【出典】日本デオドール株式会社公式サイト

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼林業の再隆盛戦略：アテビ利活用の参考画像 4

・ご当地アロマとして、アテビのアロマオイル(アロマウォーター)を生産する。⇒女子旅のお土産に最適

・アテビの間伐材・端材を活用した風呂フタ⇒アテビの香りが漂い、ユニットバスのメンテナンスも楽。

香りが薄くなったら、アテビのアロマオイルを風呂フタに振りかければ、また香りが風呂中に漂う。

・製材は森林組合や、木材業者に依頼する。最終余材は、バイオマス発電に活用する。

・アロマオイル(アロマウォーター)生産は補助金を活用してプラント整備し、廃校等既存施設を活用する。
※実現化には、アテビの会、林業実践者大学、森林組合、民間企業、NPO、佐渡市等の多くの関係各所のご協力が必要です！

【出典】ウェブサイト：アロマ＠癒し生活 【出典】ウェブサイト：キシルネットワーク【出典】ウェブサイト：kakuhon.exblog.jp ＆ 無垢材の四国加工

【出典】ウェブサイト：らしさ提案プロポトゥ

※１０キロのチップから抽出
できるオイルはわずか
２５ミリリットルだそうです。

【出典】ウェブサイト：四万十とおわ村 ※高知県の森林率：84％⇒はちよんプロジェクトとして様々な商品開発を展開中！

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

【参考】岡山県西粟倉村の元廃校で木材製造／カフェ／自然体験等を行う株式会社西粟倉・森の学校



▼水産業の再隆盛戦略：MSC漁業認証/ASC養殖場認証 5

◆『森は海の恋人』、『森川里海の考え方』について

【出典】南三陸町バイオマス産業都市構想

【出典】CSR JAPAN【出典】アミタホールディングス株式会社WEBサイト

◆MSC漁業認証/ASC養殖場認証について

「信頼できるガイドライン」に

よって証明されていることで、ト

レーサビリティや環境負荷といった

ことを確認することができ、納得し

て手にすることができます。

たとえばそれが水産物であれば、

目に見える情報である魚種や値段の

みならず、持続可能に資源管理され

ていることや、環境配慮がなされた

資源であることがマークで明確に示

されることで、消費者が安心して選

択することができます。

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



6▼『自然エネルギーの島 構想 ～離島の再エネ導入促進に向けた取組～』

【出典】自然エネルギーの島 構想∼離島の再エネ導入促進に向けた取組 - 新潟県
http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML_Article/111/709/simakousou_726504,0.pdf

【出典】日本経済新聞 WEB版 2019/2/7
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO40979100W9A200C1L21000/

◆新潟県と東北電力は2019年2月6日、再生可能エネルギーの導入推進
など6項目から成る包括連携協定を締結。

花角知事は「佐渡や粟島でエネルギー関連の色々な試みを実施し、世界に
誇れる最先端の地域になれるよう取り組んでいく。将来的に100%自然
エネルギーでまかなえる島にしたい」と期待を込めた。

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼『佐渡アイランド集落ツーリズム』構想とは・・・ 7

佐渡の農山漁村の生業を大切にし、

集落でかけがえのない時を過ごす

人と人とがつながっていく世界観

【出典】集落のプロモーションビデオのたたき台（制作：スタジオママクワンカ）

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼『佐渡アイランド集落ツーリズム』構想の実現 (ver3.0) 8

エコ

エコ

と 旅行商品

と 関係人口

ほぼ

マイクロ

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

マイクロ



▼マイクロツーリズムとは・・・ 9

◆マイクロツーリズムとは・・・ マイクロバスで旅行することではなく、、、

自宅から１時間を目安とする地元の魅力を見直す小さな旅行を表す言葉です。コロナ禍における新たな旅の形

として提唱されています。⇒佐渡の小中高生の家族旅行に補助を出し、地元の魅力を見直す好機とすべきでは！？

▼コロナ禍にマイクロツーリズムを推進するメリット

【出典】みんなの観光協会 https://minna-kanko.jp/travel/no_category/92141 【出典】ＮＥＷＳＣＡＳＴ https://newscast.jp/news/9087382

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼さどの島銀河芸術祭の拡大解釈の可能性について 10

芸術 自然自然的
芸術

芸術的
自然

インスタレーション＆
芸能など元々ある芸術

全島10のジオスポット
奇岩や断層や自然風景

２つの構成資産
浮遊選鉱場、笹川集落etc

環境共生型農業
水田/棚田とトキ

⇒世界遺産暫定リスト ⇒世界農業遺産 ⇒日本ジオパーク⇒さどの島銀河芸術祭

◆芸術（アート）と自然（ネイチャー）は対義語である。

⇒アート（新たに用意する数十カ所）のみならず、今ある佐渡の資産を有効に活用する！ ∴拡大解釈する！

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼小学校区単位を原則とする地域づくり①⇒②⇒③⇒④ 11

②RMO ①CS

④CCRC③DMC

RMO CS

CCRCDMC

佐渡の明るい未来
小学校区単位を原則
とする地域づくり

防災・減災のソフト/ハード整備
③旅行商品の
地産地消を

推進する民間企業

②地域運営組織

④高齢者が
元気に輝き続ける

ムラづくり

①学校運営協議会
コミュニティ

スクール

Destination 
Management 
Company

地域振興課 学校教育課

観光振興課 企画/高齢福祉課

◆佐渡市における『地域運営組織(RMO)』

NPO法人かみえちご山里ファン倶楽部の関原剛氏

「地域づくり公開セミナー」 (2017/7/3)にて

佐渡市の地域運営組織の適正な規模としては、

22の小学校区が最も近いイメージ。

⇒『学校区』を原則に地域づくりを進めるべき！

各RMO
集落支援員（地域活動支援員）

地域おこし協力隊：業務委託

※事務局長的に地域に根差した活動を行う人材

※得意分野を生かした助言、自ら汗もかく人材

『学校区』を原則に

⇒『地域運営組織(RMO)』に集落支援員（地域活動支援員）

と地域おこし協力隊を招聘、配置するという考え方

22＋1322を原則

13～22 13～22

小 中

Community
School

Region 
Management 
Organization

Continuing 
Care 
Retirement 
Community

総務省 文科省

観光庁 内閣府
『果敢に課間連携』

教育長の答弁
地域づくりの
一翼は担える

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼ＲＭＯ（地域運営組織）○○小学校区応援団（仮称） 12

【出典】minpaku民泊制度ポータルサイト

【Ｂ】
ムラ歩き
事業会計

【Ａ】
小学校区内の

数集落の字会計

【Ｃ】
簡易宿所
事業会計

佐渡版ＲＭＯ

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

◆『小学校区』というコミュニティを大切に、コミュニティビジネスを推進すべき！
佐渡の集落での活動を永続的に残すことができないかと考えます。
そこで、ＲＭＯ（地域運営組織）○○小学校区応援団（仮称）を結成し、
下記6点に取り組む提案です。※団体は、ＮＰＯや一般社団法人等を想定
※地域おこし協力隊等が佐渡市雇用機会拡充事業補助金等を活用して起業。
①集落毎の字会計や各種行事案内資料の統一フォーマット化、データ化

【Ａ】小学校区内の数集落の字会計（※集落情報は、集落毎で厳重に要管理）
【Ｂ】ムラ歩き事業会計（集落の魅力を発掘し、ムラ歩きガイドを行う等）
【Ｃ】簡易宿所事業会計（古民家を再生し、宿泊施設に活用する等）

②ムラ歩き事業⇒【Ｂ】
佐渡アイランド集落ツーリズム構想実現のため、さどんぽ/あるかんか佐渡/ふれあいガイド等の取り組みを
各小学校区でも行う。また、体験コンテンツを発掘し、集落の魅力を体験できるようにする。

③簡易宿所事業⇒【C】
空き家利活用、古民家再生、宿泊を伴う滞在型観光を推進する。
※簡易宿所は、食材提供やケータリング（仕出し）はＯＫ、その場で作られたお料理提供はＮＧ

※住宅宿泊事業法（平成29年6月に成立した民泊新法）年間提供日数の上限は180日（泊）

④各地郷土博物館の利活用
郷土博物館機能に加え、ＲＭＯ事務局の拠点としても活用する。

⑤集落産のお土産の開発・製造・販売
島内外の好事例を参考にお土産を開発して、民間企業推進の元で製造・販売する。※販売は、②～④等で行う。

⑥○○小学校をコミュニティスクールとして、地域と連携
全小中学校で学校運営協議会制度を導入完了。総合学習（学校教育）＆生涯学習（社会教育）に取り組む。



13

【出典】特定非営利活動法人 日本民家再生協会主催 第22回「民家フォーラム2019」＠金井能楽堂 http://www.minka.or.jp/news/2019/10/10121013-222019-fd0f.html

シンポジウム＠金井能楽堂に島内・島外１００名超が参加！

集落ツーリズム＠国指定の重要文化財『北條家』等を見学！

空き家利活用 の 機運を醸成！
10年後には、検証のフォーラム
を開催する予定です。

▼3,000棟ある佐渡の空き家を燦然(さんぜん)と輝かす！

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼関係人口×ローカルプロジェクトのつくり方について 14

②旅行商品

◆2018年9月8日（土）＠金井コミュニティセンター
『ソトコト編集長の指出一正さんと対話して考える、

関係人口×ローカルプロジェクトのつくり方』

【関係人口】とは・・・住んでいなくても地域に関わる
人、応援する仲間のこと。自分のかたちでまちと関わり
たいとする考え方（観光以上、移住未満）。

【関係案内所】とは・・・観光案内所ではなく、人と人
との関係を案内する場所。外の人に関わってもらうため
のサービスではなく、関わりたくなる雰囲気や隙間
(弱点)＝ 『関わりしろ』をヨソモノと共有できる場所。

【概要】

イワナやタナゴや自然など、人間がつくることができない

ものが残されている場所こそ、豊かな地域である。

かっこよい生き方とはどういうことなのか考えよ。

自分たちの足元にあるもの、小さな視点を大切にせよ。

関係人口は、むやみに増やせない。数にはこだわらない。

地域内の人たちが面白がると外の人たちがのぞきたがる。

地方創生の最重要項目 として『関係人口』と

『関係案内所』というキーワードが盛り込まれた。

かつてはお金でモノを買うことで自己承認感を得ていた。

2000年代は観光や資格取得など体験を買うことで自己承

認感を得ていた。今は、お金を使って『関係』を買う時代

になってきた。

『私が発見した』という喜び、他人事⇒自分事になること

が大切。

ハレの日よりもケの日を大切に。玄関よりも勝手口から入

るイメージ。『あたりまえの日常』を楽しむ。

『地域を編集する』という視点を大切に。

関係人口×ローカルプロジェクトの社会的な視点

1．関係案内所

2．未来をつくっている手応え

3．『自分ごと』として楽しい

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2021年3月定例会 代表質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼佐渡市の関係人口等予測(室岡作成：2018年度までの実績と2019年度以降の予測) 15

（人）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

①観光入込数 491,000 490,000 500,000 510,000 520,000 530,000 540,000 550,000 560,000 570,000 580,000 590,000 600,000

②年間宿泊者数 290,000 294,000 300,000 306,000 312,000 318,000 324,000 330,000 336,000 342,000 348,000 354,000 360,000

③うち訪日外国人観光客泊数 26,000 28,000 30,000 35,000 40,000 45,000 50,000 55,000 60,000 65,000 70,000 75,000 80,000

④佐渡汽船利用者数 1,480,352 1,470,000 1,500,000 1,530,000 1,560,000 1,590,000 1,620,000 1,650,000 1,680,000 1,710,000 1,740,000 1,770,000 1,800,000

⑤さどまる倶楽部会員数 15,000 19,000 50,000 55,000 60,000 65,000 70,000 75,000 80,000 85,000 90,000 95,000 100,000

⑥佐渡の関係人口（⑤×10倍） 150,000 190,000 500,000 550,000 600,000 650,000 700,000 750,000 800,000 850,000 900,000 950,000 1,000,000

2019年12月～ ↑さどまる倶楽部アプリ化、だっちゃコイン開始 ↑佐渡市は2025年度さどまる倶楽部会員数を10万人と予測！？

↓コロナショック

↓世界文化遺産登録？
佐渡空港再開？

SDGs
最終年↓

新しい生活様式に対応する観光、オンライン観光、マイクロツーリズム
空き家利活用、逆参勤交代制度、ＵＩ孫ターン促進

哲学社会
の到来？↓
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↓世界遺産国内推薦？

↑25万人に半減？



▼特定有人国境離島地域社会維持推進交付金について 16

◆「もう一泊」したくなる地域の魅力の商品化

その訴求方法（滞在型観光促進対策）の状況

滞在型観光促進はまさに観光地域づくりを推進する

佐渡版ＤＭＯとも相通ずるところだと考える。

▼『佐渡アイランド集落ツーリズム構想』との関連

佐渡の農山漁村の生業を大切にし、集落でかけがえの

ない時を過ごす人と人とがつながっていく世界観

の実現において、「もう一泊」の考え方は重要である。

◆ 雇用機会拡充事業（佐渡市雇用機会拡充事業補助金）

不正は悪だが、失敗は悪ではない。
むしろ失敗は成功の母である。
募集要綱の条件が厳しすぎると、やってみようというチャ

レンジ精神をそいでしまうリスクがあるということに留意

▼10代、20代の若者の起業支援に関する状況について

創業支援ネットワークと若者の起業が連携できないか。

『若者が起業する島づくり』によって、アクティブシニア

も輝き、若者も輝く島のブランディングにつながる。
【出典】内閣府 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/kokkyouritou/pdf/koufukinseidogaiyou.pdf
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